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近年，放射線治療において強度変調放射線治療や粒子線治療といった高精度放射線治療が可能

となってきている。このような高精度放射線治療では，高い位置精度および線量精度が求められ

る。その精度を検証するために，これまでは電離箱線量計や半導体検出器，あるいはフィルムと

いった0〜2次元の線量計が用いられてきた。一方で，放射線治療計画の更なる品質管理・品質保

証(QC・QA)の観点から，その線量評価を3次元的に直接行うことが求められており，その候補の

一つとしてポリマーゲル線量計が注目を集めている1)。	 

ポリマーゲル線量計は，放射線照射によって誘起される水溶液中でのビニルモノマーのラジカ

ル重合反応を利用した化学線量計の一種である。その主成分は，溶媒として水（80-90	 wt%），反

応物としてビニルモノマー(3-5	 wt%)，および反応の空間分布を固定化するためのゲル化剤	 

(3-10	 wt%)から成り，水等価（組織等価）な線量計である2,3)。	 

これまでの研究において，ポリマーゲル線量計に増感剤としてアルコールや糖類，あるいは無

機塩を添加することによりその線量感度を大幅に改善できることを見いだしている4)。	 

そこで本研究では，モノマーとしてアクリルアミド(AA)，架橋剤としてN,N’-メチレンビスア

クリルアミド(Bis)，ゲル化剤としてゼラチン(G)を用いたPAG	 (Poly-Acrylamide	 and	 Gelatin)

タイプのポリマーゲル線量計を作製し，これに対して様々な無機塩や糖類等を添加し，その線量

感度に対する効果を比較した。	 

照射は医療用直線加速器（Linac）を用い，線量応答の評価は，1.5T	 核磁気共鳴画像化装置(MRI)

を用いて得られるT2緩和速度(R2=1/T2)から行った。	 

	 得られた結果から，無機塩（特に塩化マグネシウム）が大きな増感効果を示す事がわかった。

また，その効果は水和力（水和半径など）と相関していることが示唆され，新規な組成をもつポ

リマーゲル線量計の開発に対する指針が得られた。	 
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